渋滞学とは何か

渋滞という言葉はいまや日常的に使われているが、実は今から60年前ほど前にはほとんど使われていなかった。高度経済成長を境に車の台数が一気に増えて、道路の渋滞が社会問題になってきてから使われ始めたのだ。わが国の乗用車の保有台数の推移を見てみると、1960年当時で44万台だったのが、現在では4300万台と約100倍に膨れ上がっている。1960年当時、誰がここまでの交通量の増加を予想して道路建設をしたであろうか。現在の首都高速道路では、都心環状線の慢性的な渋滞に悩まされているが、この開通は1967年だ。当時の交通量ではちゃんと流れていたかも知れないが、現在は明らかに容量オーバーになっているため渋滞は避けられない。
道路にも容量というものがある。それは1時間で最大何台の車を通過させることができるか、というもので計られる。一般に高速道路ではその値は約二千台ということが分かっている。これは約40ｍの車間距離を空けて時速70ｋｍぐらいで連なって走っている状態を想像すると分かりやすい。つまりこれが道の容量ギリギリのベストな流れで、もしもこれ以上車が詰まると渋滞が発生する。現在の状況はこれをだいぶ上回っており、そのままでは渋滞解消は困難なのだ。そこで重要になるのは、いかにして物流を減らし、人やモノを時間と空間で分散させるか、ということだ。そのためには、作ったものはその地域で消費する地産地消という政策は、物流を減らし環境にもやさしいため、効果的だ。さらにフランスのように地区ごとに休暇をずらして一気に交通量が増えないような工夫をしているところもある。また、運転手のちょっとした工夫で渋滞を減らすこともできる。それは40ｍの最低車間距離を意識し、この距離以上を空けてなるべく安定した速度で運転することだ。急いでいても詰めないことが重要で、これによりブレーキの回数が減って渋滞も広がらず、結局皆が得をする。まさにせいては事を仕損じるのだ。個人のこのような知識やマナーは、公共投資数百億円の価値に匹敵する。
　車の話が続いたが、実は渋滞学では車の渋滞ばかり研究しているわけではない。人についても、通勤電車やイベント会場での混雑から、レジの長い行列、そして災害時の避難に至るまで様々な渋滞のシーンがある。さらに、バスや電車の遅れ、エレベーターの運行の渋滞もある。そしてアリの行列も混んでくると速度が低下することが知られている。インターネットやケータイもつながりにくいときがあるが、これは通信の渋滞である。また、我々の体内に血流や神経細胞の渋滞があり、これが様々な病気と関係している。工場で在庫がたまるのも渋滞、経済でマネーフローがうまく循環しないのも渋滞、そう考えると世の中は渋滞だらけといえるのではないだろうか。このような考えが急に頭に浮かんでからというもの、色々な渋滞を考えるのがとても楽しくなり、今日まで分野にこだわらずに研究に没頭してきた。このように渋滞学とは、渋滞という現象面に注目して、その起こる仕組みや解消方法を数理科学の力で分野横断的に研究する全く新しい学問なのだ。
　身の回りでどのような渋滞があるか、と改めて考えてみると、新しい視点から物事を見ることができる。例えば、会社でなかなか出世できない、というのも人事の渋滞。原因を探ると意外に車の渋滞と共通点もあるのではないだろうか。また、渋滞は悪者ばかり、というわけでもない。行列のできる店という言葉もあるとおり、適度な混雑は人を惹きつけ、ビジネスチャンスにもつながる。さらに感染症の広がりを止めるのも良い渋滞といえる。渋滞の仕組みが分かれば、解消することも起こすこともできるのだ。
最後にお得な情報。高速道路のデータを調べると、渋滞が起きそうなときは走行車線の方が追越車線より実は流れが良い場合が多い。ただ、これを知って皆が走行車線を走ると意味がないのでご注意。
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